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ご利用の手引き 

 

1. 初めに 

 Ganymede with File Search をご購入いただき、誠にありがとうございます。 

 本書は、クライアントブラウザ側の機能概要、表示情報、操作方法、注意事項に関する解説書です。 

 本製品をご利用になる前に一読下さるようお願い致します。 

 

1.1. 本書の目的と対象読者 

本書の目的は、Ganymede with File Search を導入したファイルサーバー上に散在する各ファイル群 

を文書タイプを基準として分類、集約した情報をクライアント PC 側にて閲覧、操作されるユーザー様 

を対象として書かれており、また、文書タイプの違いを理解されている事を想定しております。 

 

・Ganymede with File Search の仮想フォルダ管理に関してご理解されている。 

・Ganymede with File Search の利用者グループ管理に関してご理解されている。 

・ファイル拡張子による文書ファイルの違いをご理解されている。 

・Web ブラウザの標準的な操作方法に関してご理解されている。 

・ネットワーク環境における PC の操作方法に関してご理解されている。 

 

1.2. 提供されるモジュールの内容 

クライアント PC 側へのソフトウェアのインストールは一切行いませんので、クライアント OS専用 

のモジュールの提供はありません。 

 

1.3. Java Script について 

クライアント PC 側でファイル情報の表示および操作を行う際に、その操作の大半は「Java Script」 

を用いて行いますので、Java Script の実行許可の設定を「許可する」に設定して下さい。 

 

1.4. 対象とする OS、及び推奨動作環境 

Ganymede with File Search と情報交換を行う Web ブラウザには、標準的なブラウザを想定しており 

ますので、特別なアドインモジュールは必要としておりません。 

Windows 7 以上の OSでの利用が可能となります。 

推奨動作環境につきましては、上記 OSを稼働させるための推奨稼働環境をご参照ください。 

画面サイズに関しましては、「1150 * 780」以上のサイズでご利用下さい。指定サイズ以下の場合、 

表示情報が一部欠ける場合があります。 
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2. Ganymede with File Search の機能概要 

Ganymede with File Search は、ファイルサーバー上に散在する各ファイルを仮想フォルダに紐付ける 

ことで、そのファイルが実際に存在する実フォルダの階層に関係なく素早く閲覧することが可能です。 

サーバー上のファイルの集約基準は、"ファイル拡張子" を基準として集約管理します。 

 

 

サーバーサイドマネージャー画面の仮想フォルダと同一の内容を Web ブラウザ側に表示します。 
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2.1. Web ブラウザの操作画面 

・ログイン画面 

 

・ログインユーザーのホーム画面 
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・ログインユーザーのファイル情報表示画面 

 

 

2.2. 操作画面の共通項目 

【必要操作】 

・各画面の終了を行う場合、画面右上に表示されている「CLOSE」ボタンをクリックして終了して下さい。 

    

 

【画面レイアウト】 

・ログイン画面以外は全て固定フィールドのレイアウトを採用しております。 

 画面サイズに合せた可変レイアウトは採用しておりませんので、スクリーンサイズによっては画面 

 表示がはみ出す場合もありますのでご注意ください。 

 

【操作タイムアウト】 

・無操作状態が連続して１５分以上続いた場合、タイムアウトが発生し通常操作を行うことができない 

  状態になる事があります。その場合は、一旦「CLOSE」ボタンをクリックして画面を閉じて下さい。 

 

【ブラウザ固有操作】 

・F5 キーによる画面更新、マウスボタン右クリックによる POPUP メニューからの操作等のブラウザの 

 機能に基づく画面操作は行わないで下さい。 
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2.3. ログイン画面からのサービスログイン 

Ganymede with File Search を利用する場合、必ず本画面からのログインを行う必要があります。 

但し、AD 連携による Windows 認証の場合は本画面の入力処理をスキップし、利用者ユーザーのホーム画面 

に切り替わる場合もあります。 

 

【ユーザーID / パスワード】 

・入力された文字情報はそのままサーバー側に渡されます。 

 大文字／小文字の違いも有効となりますので注意が必要です。 

・ユーザーID の有効桁数は、半角英数字で５文字以上、１２文字以内です。 

・パスワードの有効桁数は、半角英数字で６文字以上、１２文字以内です。 

 またパスワード文字の構成内容は、英字・数字・記号の３種類の文字で構成される必要があります。 

 

【操作タイムアウト】 

・無操作状態が連続して１５分以上続いた場合、サーバー側は無効なコネクション状態と判断しますの 

 で、無効状態のコネクションからのログイン要求は受け付けません。 

 セッションタイムアウトが発生した場合は、「CLOSE」ボタンをクリックして処理画面を閉じて下さい。 

 

【Information】 

・サーバー側からの連絡事項が有る場合は、「Information」に連絡事項が表示されます。 
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2.4. ログインユーザーのホーム画面 

 

 

 

 

 

【サイドメニューフィールド】 

・同一分類グループに属する利用者ユーザー間での簡易なメッセージ交換機能を提供する POPUP 画面を 

 起動します。 

・仮想フォルダとは独立した文書ファイル、モジュールイメージファイル、特定 URL へのリンク情報等 

 を表示する POPUP 画面を起動します。 

・ローカルファイルのアップロードを実施する POPUP 画面を起動します。 

・ワンタイム URL の登録を実施する POPUP 画面を起動します。 

 

【連絡事項表示フィールド】 

・Ganymede with File Serach を利用する全利用者ユーザーへの連絡事項の登録が行なわれていた場合は 

 その登録内容を表示します。 

・ログインユーザーが所属する分類グループ内での、その所属ユーザーに対する連絡事項の登録が行な 

  われていた場合は、その登録内容を表示します。 

 

 

サイドメニュー 連絡事項表示フィールド 個人スケジュール表示フィールド 

仮想フォルダ選択フィールド 
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【個人スケジュール表示フィールド】 

・利用者個人が自身のスケジュール登録を行っていた場合に、その登録内容を表示します。 

・登録可能件数は、１日単位で最大５件、当月の前後２ヶ月、最大で５ヶ月の登録が行えます。 

・簡易のスケジュール登録機能ですので、登録時間の重複、登録データとリンクした処理、登録状況 

 の通知機能等のスケジュールとしての機能は充実しておりません。 

・各日付けフィールドのエンピツ画像をクリックすることで、編集用 POPUP 画面が起動されます。 

 

 

 

・編集したスケジュールデータを登録する場合は、「Regist」ボタンをクリックして下さい。 

  サーバー側にスケジュールデータの登録依頼を通知します。 

 

【仮想フォルダ選択フィールド】 

・表示する仮想フォルダを順に選択後、「Search」ボタンをクリックして下さい。 

  選択された仮想フォルダのファイル情報を表示します。 
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2.5. ログインユーザーのファイル情報表示画面 

 

 

 

【サイドメニューフィールド】 

・仮想フォルダの切り替え選択が行えます。 

 表示する仮想フォルダを選択後、「Re-Search」ボタンをクリックして下さい。 

・表示ファイルの詳細検索が可能な「Refine Search」POPUP 画面を起動します。 

・オプション機能の「バインダー閲覧／登録」POPUP 画面を起動します。 

・オプション機能の「キーワード閲覧／登録」POPUP 画面を起動します。 

・ローカルファイルのアップロードを実施する POPUP 画面を起動します。 

 

【選択された仮想フォルダのファイル情報表示フィールド】 

・選択した仮想フォルダにリンクされている拡張子のファイルを表示します。 

 複数の拡張子がリンクされていた場合は、混合した状態で表示されます。 

 拡張子別に集約して表示させる場合は、「Extension Sort」で表示条件を選択して下さい。 

・サーバー側にてフィルタ設定が行なわれていた場合は、そのフィルタ条件に基づいたファイルの表示 

 を行います。尚、クライアント側でのフィルタ設定の登録／変更は行えません。 

・表示可能な件数は、最大で５，０００件です。 

 

 

サイドメニュー ファイル情報表示フィールド 
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3. 表示ファイル情報の操作機能概要 

表示情報の操作性の向上を目的として、「ファイル名」「ファイルサイズ」「更新日付け」でのソート機能を 

実装しておりますので、目的のファイルに合せた表示方法を選択して下さい。 

表示状態の切替え方法は、それぞれのカラムのヘッダー項目をマウスクリックして下さい。クリックした 

項目に基づいた「昇順」または「降順」での表示に切り替えます。 

デフォルト表示は、「ファイル日付け・降順」で表示します。 

 

3.1. 前頁／次頁 

 

「Previous（前頁）」または「Next（次頁）」ボタンをクリックして下さい。 

１ページの行数１５行を１ページ単位として、頁を切り替えて表示します。 

 

3.2. ヘッダーフィールドの表示状況 

 

 

 

 

 

3.3. ファイルのダウンロード 

 

 

【名前を付けて保存】 

・ファイル情報表示フィールドの「Down カラム」の赤色のアイコンをクリックして下さい。 

 クリックされたファイルのダウンロードを実施します。 

 

 

【拡張子に関連付けで表示】 

・ファイル情報表示フィールドの「View カラム」の緑色のアイコンをクリックして下さい。 

 クリックされたファイルのダウンロードを実施します。 

・お使いのブラウザによっては「保存のみ」の場合もあります。必ずしも「ファイルを開く」ボタンが 

 表示されるわけではありません。 

 

ソート切り替え 

クリック 

クリック 
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3.4. ファイルへのコメント登録 

個々のファイルに対して利用者ユーザー独自のファイルコメントを付与する事が可能です。 

登録したファイルコメントは登録者専用のコメントとなりますので、他の利用者ユーザーが同一ファイル 

の閲覧を行った場合でも、その登録されたコメント情報を参照することはできません。 

 

【コメントの付与状況】 

 

 

・コメント登録が行なわれていた場合は、該当のファイルのファイル名の表示色を変更します。 

・該当のファイルのファイル名フィールドにマウスカーソルをフォーカスした場合は、該当のコメント 

 をツールチップとして表示します。 

 

【コメントの登録】 

・コメント登録を行うファイルのファイル名フィールドをマウスでクリックして下さい。 

 コメント登録用の POPUP 画面を表示します。 

 

【コメントの登録の確定】 

・コメント入力の完了後、「Regist」ボタンをクリックして下さい。 

 コメント登録依頼がサーバーに通知されます。 

 

 

 

クリック 
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【登録コメントの登録を解除】 

・登録されているコメント情報を全て削除し、空データで処理を確定して下さい。 

  削除依頼としてサーバーに通知されます。 

 

 

 

 

【登録コメントでの制約】 

・ファイルコメントとして登録可能な文字数は、半角英数字で「300 文字」までです。 

・「ＨＴＭＬ特殊文字」に該当する文字の入力は行えません。 

・前方と後方の空白文字は削除します。 

・サーバー側の処理状況によってはコメント登録を破棄する場合があります。 
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4. 表示ファイルの絞り込み検索 

表示ファイルの絞り込み検索を行う場合は、サイドメニューの「Refine Search」をクリックします。 

拡張子単位での検索、ファイル名の一部分での検索、ファイルサイズでの検索、ファイル更新日付けでの 

検索、各検索条件を複合した複合検索が行えます。 

 

4.1. 詳細表示の操作画面 

 

 

 

【検索条件の入力、及び選択フィールド】 

・拡張子別での検索を行う場合は、「Extension」リストボックスより該当の拡張子を選択して下さい。 

・検索名によるファイル名の範囲検索を行う場合は、「FileName」に検索条件を入力して下さい。 

・ファイルサイズによる範囲検索を行う場合は、「FileSize」リストボックスより検索範囲を選択して 

 下さい。 

・ファイル更新日付けによる範囲検索を行う場合は、「FileDate」日付けボックスより検索範囲を選択 

 して下さい。 

・検索条件に基づく検索処理を実施する場合は、「Search」ボタンをクリックして下さい。 

・ファイル表示のメイン画面に戻る場合は、「Close」ボタンをクリックして下さい。 

 

検索条件の入力、及び選択フィールド 
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4.2. ファイル拡張子の選択と選択の解除 

ファイル拡張子での絞り込み検索を行う場合は、「Extension 選択ボックス」より検索対象の拡張子を選択 

後、「Search」ボタンをクリックして下さい。尚、拡張子の複数選択は行えません。 

選択した検索条件を解除する場合は、「Extension 選択ボックス」の選択条件を「(Select None)」に設定 

して下さい。 

 

 

4.3. ファイル名の検索条件の入力と入力の解除 

ファイル名での絞り込み検索を行う場合は、「FileName 入力フィールド」に検索するファイル名の条件を 

入力後、「Search」ボタンをクリックして下さい。尚、検索条件に「拡張子名を含めた」場合でも、その 

入力した拡張子はファイル名の一部として検索します。結果、該当のファイルは存在しない状況となりま 

すので拡張子の入力は行わないで下さい。 

ファイル名の「大文字／小文字」は認識しますので、大文字／小文字の違いを含めて入力して下さい。 

選択した検索条件を解除する場合は、「FileName 入力フィールド」内の入力内容を「入力無し」の状態に 

設定して下さい。 

 

【ファイル名完全一致】 

・入力した検索名と完全に一致するファイルが対象となります。 

 入力例：「Base001」 

 

 

【ファイル名前方検索】 

・入力した検索名の有効範囲とファイル名の前方で比較し、一致したファイルが対象となります。 

 有効範囲の区切りコードは「*」です。 

 入力例：「Base*」 
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【ファイル名中間検索】 

・入力した検索名の有効範囲とファイル名の前方から順に比較し、一致したファイルが対象となります。 

  注意点として、検索結果が「前方検索」を含む形となる場合があります。 

 有効範囲は「*」～ 「*」です。 

 入力例：「*Base*」 

 

 

【ファイル名後方検索】 

・入力した検索名の有効範囲とファイル名の後方を比較し、一致したファイルが対象となりす。 

  入力例：「*logo」 

 

 

4.4. ファイルサイズの選択と選択の解除 

ファイルサイズでの絞り込み検索を行う場合、「FileSize 選択ボックス」内の選択状態を検索条件に設定 

後、「Search」ボタンをクリックして下さい。 

選択した検索条件を解除する場合は、「FileSize 選択ボックス」の選択条件を「(Select None)」に設定 

して下さい。 
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4.5. ファイル更新日付けの選択と解除 

ファイル更新日付けでの絞り込み検索を行う場合、「FileDate 入力ボックス」にマウスカーソルを合わせ 

左クリックして下さい。日付選択画面が POPUP 表示されます。 

POPUP 表示された POPUP 画面より、検索開始の日付と検索終了の日付をそれぞれ選択して下さい。 

尚、POPUP 画面を閉じる場合は表示されているカレンダーヘッダー部の「×」を選択して下さい。 

カレンダー情報の日送り機能ですが、「月送り」のみ対応しております。「年送り」の機能は実装しており 

ませんので、年の変更を行う場合は、「月送り」を繰り返して対象の年に変更して下さい。 

選択した検索条件を解除する場合は、「FileDate 選択ボックス」内の尚選択条件を「入力無し」の状態に 

設定して下さい。 

 

 

【更新日付けの直接入力】 

・更新日付けを直接入力する事も可能です。入力フォーマットは、「XXXX/XX/XX」です。 

  入力例：「2018/03/01」 

 

4.6. 表示ファイルのソート機能について 

ファイル情報表示のメイン画面と同一の操作内容となります。 

 

4.7. 表示ファイルのページ送りについて 

ファイル情報表示のメイン画面と同一の操作内容となります。 

 

4.8. 表示ファイルのダウンロードについて 

ファイル情報表示のメイン画面と同一の操作内容となります。 

 

4.9. 表示ファイルの表示内容を素早く先頭ページに戻す場合 

「Search」ボタンをクリックして下さい。選択条件およびソート条件に基づいて先頭より再表示します。 
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4.10. POPUP 表示画面が下に隠れる状況について 

ご利用のブラウザの種類によっては、他のウィンドウプログラムの影響によってはメイン操作画面の下に 

POPUP 画面が隠れる状況が発生する場合があります。 

POPUP 画面の起動を行った場合はメイン画面に対して操作ロックを実施しますので、ブラウザの表示状態が 

異常な状態に思われる場合もあります。 

その場合は、メイン画面のブラウザの画面表示位置をずらし POPUP 画面にフォーカスを当てて下さい。 

 

【ブラウザの閉じるボタンについて】 

・ブラウザのタイトルバーの「閉じるボタン」でブラウザの終了を行った場合、本終了に基づく画面の 

 クローズ処理もイベント情報として認識しますが、場合によっては利用者ユーザーの「ログオフ」を 

 認識できない状況が発生する場合もあります。 

・タブブラウザのタブタイトルバーの「閉じるボタン」でタブウィンドウの終了を行った場合、本終了 

 に基づく画面のクローズ処理もイベント情報として認識しますが、場合によっては利用者ユーザーの 

 「ログオフ」を認識できない状況が発生する場合もあります。 

・操作ウィンドウの終了手順は、操作ウィンドウ表示の「CLOSE」ボタンで終了して下さい。 
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5. ファイルアップロードの機能概要 

Ganymede with File Searchdeha では、利用者の端末上に存在するローカルファイルをサーバーサイドに 

転送する事が可能です。但し、お使いのブラウザによってはご利用いただけない場合もあります。 

尚、「2GB」を超えるファイルのアップロードはシステムとしてブロックします。 

アップロードファイルの拡張子に関しましては、アップロードするファイルの「ファイル拡張子」を採用 

します。ファイル拡張子の変更アップロードには対応しておりません。 

 

5.1. アップロード処理の操作画面 

 

【Keep update date】 

・本項目は、アップロードするファイルの更新日付けを保持する場合に機能します。 

 アップロードファイルの更新日付けを保持する場合にはチェックして下さい。未選択状態の場合は、 

 アップロード時刻を更新日付けに採用します。 

 

【Conflicts with existing files 】 

・「existing file rename」は、アップロード先のフォルダに同一ファイル名が既に存在した場合、その 

 既存ファイルをリネームします。 

・「upload file rename」は、アップロード先のフォルダに同一ファイル名が既に存在した場合、アップ 

 ロードするファイルをリネームしてアップロードします。 

・本項目が未選択の場合は、上書きアップロードとなります。 

 同一ファイル名のファイルが存在していた場合は、その既存ファイルは上書きされます。 
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【New filename 】 

・アップロードするファイルのファイル名を、ローカルファイルのファイル名と異なるファイル名で 

 アップロードする場合は本フィールドに入力して下さい。 

・ファイル拡張子を含めて入力した場合でも、その入力情報をファイル名の一部として処理します。 

 ファイル拡張子を含まない形で入力して下さい。 

 

【Add filepath 】 

・アップロードするファイルの保存フォルダを指定する場合に入力します。利用者ユーザーのベース 

 フォルダ内に入力されたフォルダを生成し、そのフォルダ内に保存します。 

 

5.2. サーバー側の保存フォルダについて 

サーバー側の管理マネージャー画面にて登録した利用者ユーザーの基準フォルダがファイルアップロード 

時のベースフォルダとなります。 

 

・アップロードフォルダの指定が無い場合は、基準フォルダ直下に保存します。 

・アップロードフォルダを指定した場合は、基準フォルダ内に指定のフォルダを作成し、その作成した 

 フォルダ内に保存します。 

・基準フォルダ外の場所に保存する事はできません。 

 

 

 

基準フォルダ 
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6. メッセージ交換の機能概要 

利用者ユーザーが所属する分類グループ内のユーザー間でのメッセージ交換、および管理者ユーザーとの 

メッセージ交換機能を提供しております。 

本機能は簡易メッセージ交換機能ですので、送付メッセージもしくは返信メッセージにファイル等の付加 

情報を添付する機能は実装しておりません。テキストメッセージの送信機能のみをサポートしています。 

メッセージ交換機能を利用する場合は、利用者ユーザーのホーム画面のサイドメニューに表示されている 

「Message Informetion」をクリックします。 

 

6.1. 利用者ユーザー宛てメッセージの一覧表示画面 

 

新着メッセージから順に一覧表示します。 

到着メッセージの本文を表示する場合は、表示されているメッセージの「No」をクリックして下さい。 

 

【Info】 

・「New」は、新着メッセージである事を表示しています。 

・「Unread」は、到着メッセージが未読状態である事を表示しています。 

・「Read」は、到着メッセージの内容を確認済みである事を表示しています。 

 

 

クリック メッセージの状態 
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6.2. 受信メッセージの本文表示画面 

本文メッセージが表示画面内に収まらない場合は、スクロールバーが表示されます。 

なお、本 POPUP 画面の表示位置は固定です。表示位置の変更は行えません。 

また、メッセージ内に横に長い行のメッセージが存在した場合、その長いメッセージ行に関しては、利用 

中のブラウザの折り返し機能の実装方法に依存します。 

 

【Reply】 

・送信者への返信メッセージを送信する場合は、本ボタンをクリックして下さい。 

 メッセージ送信用の入力画面に切り替わります。 

 

【Message Delete】 

・表示メッセージを仮削除の状態に設定するする場合にチェックして下さい。 
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6.3. 受信メッセージの削除 

受信メッセージの削除を行う場合は、一覧表示画面内の「Check」をチェック状態にして下さい。 

チェック状態にした状態で「Update」ボタンをクリックして下さい。チェックしたメッセージの削除を 

実行します。なお、メッセージの保存機能、メッセージの CVS フォーマットでのファイル出力機能等は 

実装しておりません。 

 

 

 

 

表示すべき受信メッセージが無い状態です。 

 

 

 

チェック 
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6.4. メッセージの送信 

自身が所属する分類グループ内の他の利用者ユーザー、もしくは管理者にメッセージを送信する場合は、 

「Post Message」タブをクリックして下さい。 

メッセージデータの入力画面に切り替わります。 

 

【Receiver】 

・メッセージを送付する相手を選択します。順に選択して下さい。 

 自身の所属グールプとは異なる分類グループに所属する利用者ユーザーの選択は行えません。 

 

【Message Title】 

・送信メッセージのタイトルを入力して下さい。 

・入力可能な文字数は、半角英数字で「120 文字」です。 

 

【Message Text】 

・送信メッセージの本文を入力して下さい。 

・入力可能な文字数は、半角英数字で「500 文字」です。 

 

【Send】 

・メッセージの送信を行う場合は、本ボタンをクリックして下さい。 
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7. ドキュメントダウンロードの機能概要 

ファイルサーバー上の検索ファイルとは別で、Ganymede with File Search として利用者ユーザー向けの 

ドキュメントダウンロード機能を実装しています。 

「Ganymede 専用」「全利用者ユーザー向け」「分類グループ内」の各ドキュメント別に登録が可能です。 

尚、「Ganymede 専用」のドキュメントは固定ファイルとして編集を行う事はできません。 

他のドキュメントに関しましてはサーバー側の管理マネージャー画面にて追加、差替え、削除を行う事が 

できます。 

ドキュメントダウンロードの登録状況を確認する場合は、利用者ユーザーのホーム画面のサイドメニュー 

に表示されている「Document DownLoad」をクリックします。 

 

7.1. ドキュメントダウンロードの操作画面 

 

 

 

URL クリックのサンプルです。 

クリック 
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8. ユーザーID のロックについて 

連続してパスワードの入力ミスを指定回数を行った場合、もしくはサーバー側でユーザーID のロック設定 

を実施している場合、該当のユーザーID でのログインはできません。 

尚、該当ユーザーのロック状態、もしくはロックユーザーでのログイン拒否状態となった場合は、以後の 

入力処理は行えない状況となります。クローズボタンをクリックして画面を閉じて下さい。 

 

 

入力は受け付けない 
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9. バインダー登録機能の機能概要 

ファイル検索機能のオプション機能として、「ファイルバインダー機能」を実装しています。 

ファイルバインダー機能とは、特定のファイルをバインダーリストに紐付ける事で、その紐付けたリスト 

単位に関連ファイルを集約して表示する機能です。 

本機能は利用者ユーザー単位での登録機能となりますので、他のユーザーが登録したバインダーリストを 

参照する事はできません。また、自身の登録バインダーリストを他のユーザーが参照する事もできません。 

バインダーリストの登録を行う場合は、サイドメニューの「Binder」をクリックします。 

バインダーリストと登録ファイルの関係は「１対１」です。同一ファイルの複数登録は行えません。 

 

9.1. バインダーリストの操作画面 

 

【登録ファイルの絞り込み】 

・絞り込み検索と同一の機能を実装していますので、検索条件の入力は絞り込み検索を参照して下さい。 

 

【バインダー登録固有の機能】 

・バインダーリストの新規作成、既存リストの更新、既存リストの削除は、本フィールドの各ボタンを 

 クリックする事で実行します。 

 

【バインダーリストとファイルの紐付け】 

・リストビュー内の「チェックボックス」をチェック状態にして下さい。 

絞り込み検索と同一機能 

バインダー登録固有の機能 

バインダーリストへの登録 
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9.2. バインダーリストの編集 

 

【BinderList】 

・登録済みのバインダーリストがリストボックス形式で表示されます。既存リストの更新を行う場合は、 

 リストボックスより選択し、選択状態にして下さい。 

 

【Create】 

・新規のバインダーリストを作成する場合にクリックします。尚、本処理は空のエントリーを作成する 

 のみで実際のファイルの紐付けは行いません。 

 ファイルの登録処理を行う場合は、作成したエントリーを選択状態に切り替えて下さい。 

 

【Update】 

・選択状態のバインダーリストに紐付けるファイルの更新を行う場合はクリックして下さい。 

 

【Delete】 

・選択状態のバインダーリストの削除を行う場合はクリックして下さい。 

 

9.3. バインダーリストの新規登録 

 

【BinderListName】 

・登録するバインダーリスト名を入力して下さい。リスト名の重複は不可です。 

 

【補足説明】 

・登録するリストに説明文を付与する場合に入力します。任意設定です。 

 

【Regist】 

・登録を確定する場合に「Regist」ボタンをクリックします。 

 

【Cancel】 

・登録処理を中止する場合にクリックして下さい。 

バインダーリスト名 バインダーリストの補足説明 
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9.4. バインダーリストとファイルの紐付け 

 

 

① バインダーリスト選択 

② 登録ファイルチェック 

③ Update 実行 

④ リスト登録完了 



ご利用の手引き 

 

9.5. 利用者ユーザーのファイル情報表示画面 

 

 

バインダーリストへの登録有り 

一覧表示をバインダーリストに切り替え 
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10. キーワード登録機能の機能概要 

ファイル検索機能のオプション機能として、「キーワード機能」を実装しています。 

キーワード機能とは、特定のファイルをキーワードリストに紐付ける事で、その紐付けたキーワード単位 

に関連ファイルを集約して表示する機能です。 

本機能は利用者ユーザー単位での登録機能となりますので、他のユーザーが登録したキーワードリストを 

参照する事はできません。また、自身の登録キーワードリストを他のユーザーが参照する事もできません。 

キーワードリストの登録を行う場合は、サイドメニューの「Keyword」をクリックします。 

複数のキーワードリストに同一ファイルを紐付ける事は可能です。 

 

10.1. キーワードリストの操作画面 

 

基本的な操作内容はバインダーリストの登録画面と同一内容となります。 

登録処理に関しましてもバインダーリストと同一の内容となりますので、画面操作はバインダーリストを 

参照して下さい。 
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10.2. 利用者ユーザーのファイル情報表示画面 

 

 

キーワードリストへの登録有り 

一覧表示をキーワードリストに切り替え 
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10.3. 補足説明のツールチップ表示 

 

Select List のリストボックスにマウスカーソルをフォーカスして下さい。選択状態のリストに対する補足 

説明の登録が行なわれていた場合、その補足説明をツールチップとして表示します。 

バインダーリストの場合も同様に表示します。 
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11. アーカイブファイルの閲覧機能の機能概要 

ファイル操作機能のオプション機能として、「アーカイブファイル閲覧機能」を実装しています。 

アーカイブファイル閲覧機能とは、アーカイブファイルの内容をクライアントブラウザ上で表示・ダウン 

クライアントサイドに該当のアーカイブファイルをダウンロードする必要がありません。 

内容確認を行うアーカイブファイルをクリックすることで、そのクリックしたアーカイブファイルの内容 

をサブ POPUP 画面上の一覧表示します。また、一覧表示しているエントリーファイルの個別ダウンロード 

に対応していますので、アーカイブファイルを仮想フォルダ的に利用することも可能かと思います。 

閲覧可能なファイルフォーマットは、「ZIP,CAB,LZH,TAR,RAR,7zp,ISO」が対象となります。 

 

 

 

閲覧するアーカイブファイルの「Extension」フィールドにマウスカーソルを合わせてクリックして下さい。 

該当のアーカイブファイルの一覧表示を行うサブ POPUP 画面を起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

閲覧するアーカイブファイルをクリック 
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11.1. アーカイブファイル内エントリーの一覧表示画面 

 

操作は通常の仮想フォルダの一覧表示画面と同一の操作となります。 

一覧表示されているリストからダウンロードを行う場合は、Down マーカーをクリックして下さい 

ダウンロード処理が開始されます。 

表示ファイル情報を出力 


